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専門家による
無料相談

税
務
相
談
　

８
月
20
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇
用
相
談
　

８
月
21
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

法
律
相
談
　

９
月
１
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

８
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

経
税
部
担
当
事
務
局

会
費　

無
料　
　

定
員

80
人

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
実
績
報
告
書
作
成
講
習
会

【
会
員
・
家
族
対
象
】

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師

小
原
由
紀
氏
（
宮
城
高
等
歯
科
衛
生
士
学
院
教
務
主

任
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
非
常

勤
研
究
員
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

※
Ｗ
ｅ
ｂ
限
定
の
講
習
会
の
た
め
、
申
込
に
は
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
が
必
須
で
す
。

口
腔
機
能
低
下
を
見
逃
さ
な
い
！
現
場
で
活
か
す
歯

科
衛
生
士
の
視
点
と
工
夫

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
三
島
地
区
講
習
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
）

日
時　

８
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
10
分
）

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
大
阪
市
港
区
開
業
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員

16
人

チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
習
会　

バ
キ
ュ
ー
ム
実
習

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

８
月
23
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

講
師

長
友
薫
輝
氏
（
佛
教
大
学
准
教
授
、
日
本
医
療
福
祉

政
策
学
会
副
会
長
）

会
費　

無
料

定
員　

現
地
60
人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
２
０
０
人

医
療
費
４
兆
円
削
減
問
題
に
つ
い
て

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

口
管
強
（
旧
か
強
診
）、
歯
援
診
、
外
安
全
・
外
感

染
（
旧
外
来
環
）、
歯
初
診
の
施
設
基
準
に
か
か
る

研
修
会

【
会
員
限
定
】

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師

古
土
井
春
吾
氏
（
甲
南
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外

科
部
長
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員

80
人

※
お
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

と
し
て
お
伝
え
し
た
い
。

　

政
府
が
窓
口
負
担
に
拘
る

の
は
不
要
な
受
診
と
不
要
な

医
療
を
増
や
さ
な
い
た
め
と

い
う
「
詭
弁
」
を
紹
介
し
た

が
、
そ
れ
以
外
に
も
窓
口
負

担
を
是
と
す
る
考
え
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
医
療
」
と
い

う
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
の
だ

か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る

対
価
を
支
払
う
の
は
「
当

然
」
だ
と
い
う
経
済
取
引
・

等
価
交
換
の
原
則
と
「
医
療

を
受
け
る
と
い
う
利
益
を
得

た
の
だ
か
ら
」
と
い
う
受
益

者
負
担
の
発
想
で
あ
る
。

　

前
者
に
関
し
て
は
伊
藤
弁

護
士
が
「
そ
も
そ
も
医
療
と

は
経
済
活
動
で
は
な
い
。
経

済
取
引
は
能
動
的
・
積
極
的

　

６
月
15
日
号
で
神
戸
で
開

催
さ
れ
た
「
窓
口
負
担
ゼ
ロ

の
会
」
の
様
子
を
報
告
し
た

が
、
他
に
も
印
象
的
な
発
言

が
あ
っ
た
の
で
、「
続
編
」

　

目
下
、
悩
み
は
ス
タ
ッ
フ

雇
用
だ
。
歯
科
医
院
に
勤
め

る
ス
タ
ッ
フ
は
出
産
や
育
児

を
迎
え
る
世
代
も
多
い
。
政

府
は
少
子
化
対
策
と
し
て
事

業
所
に
か
か
っ
た
経
費
と
い

う
名
目
で
上
限
50
万
円
の
助

成
制
度
を
作
っ
て
い
る
※

が
、
そ
れ
で
専
門
職
員
１
人

の
代
替
え
が
で
き
る
と
思
っ

て
い
る
の
か
。

　

正
直
、
政
府
の
現
状
の
政

策
で
は
事
業
所
へ
の
支
援
、

医
療
機
関
の
経
営
へ
の
理
解

が
ま
っ
た
く
な
さ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
て
い
る
。
50
万
円

の
費
用
を
か
け
て
も
育
休
職

員
の
代
わ
り
の
ス
タ
ッ
フ
を

す
ぐ
さ
ま
雇
用
で
き
る
状
況

に
は
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
が
い

な
け
れ
ば
診
療
を
継
続
す
る

こ
と
が
非
常
に
難
し
い
。
歯

科
医
院
１
人
の
ス
タ
ッ
フ
の

価
値
が
た
か
だ
か
50
万
円
程

度
で
あ
る
わ
け
が
な
い
。

　

特
に
、
歯
科
医
院
は
チ
ー

ム
で
患
者
さ
ん
へ
医
療
を
提

供
す
る
と
い
う
点
で
、
継
続

性
・
専
門
性
も
問
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
歯
科
医
院

が
雇
用
に
窮
す
る
状
況
に
あ

る
の
か
。
問
題
は
一
つ
一
つ

側
面
的
に
起
こ
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
社
会
保
障
と
い

う
視
点
で
全
体
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
少
子
化
対
策

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。

　

ス
タ
ッ
フ
が
産
休
に
入
る

時
、
あ
る
い
は
子
の
急
病
で

休
む
時
に
、「
職
場
の
こ
と

は
心
配
せ
ず
に
休
み
を
取
っ

て
ね
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
あ

げ
ら
れ
る
環
境
を
作
ら
な
け

れ
ば
少
子
化
を
改
善
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
は
と
思

う
の
だ
が
。

に
行
わ
れ
る
が
、
病
気
に
な

る
の
は
自
分
の
意
思
で
は
な

い
」
と
喝
破
し
て
い
る
。
後

者
に
至
っ
て
は
兵
庫
協
会
理

事
長
が
「
病
を
得
て
医
療
を

受
け
た
患
者
は
受
益
者
で
は

な
い
。
受
難
者
で
あ
る
。
そ

の
受
難
者
に
経
済
的
な
負
担

ま
で
押
し
付
け
る
な
ど
倫
理

に
悖
る
。
受
難
者
負
担
な
ど

論
外
」
と
知
的
で
ユ
ー
モ
ア

あ
る
発
言
で
そ
の
非
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
し

て
も
「
受
難
者
負
担
」
と
は

言
い
得
て
妙
で
あ
る
。

　

さ
て
３
年
に
一
度
、
夏
は

参
院
選
の
季
節
で
あ
る
。
自

公
政
権
と
そ
の
補
完
勢
力
で

あ
る
維
新
と
国
民
民
主
は
病

床
削
減
と
薬
剤
の
保
険
外
し

に
躍
起
で
あ
る
。
何
度
で
も

言
う
が
、
こ
の
４
党
に
投
票

す
る
事
は
自
国
維
公
で
「
地

獄
行
こ
う
」
だ
と
。

　

私
は
国
家
と
い
う
も
の
に

存
在
意
義
が
あ
る
と
す
る
な

ら
、
最
低
限
国
民
の
生
命
・

健
康
・
財
産
を
守
る
べ
き
で

納
品
は
宅
急
便
だ
。
往
復
の

時
間
や
送
料
、
負
担
も
評
価

さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、

　

歯
科
治
療
費
を
海
外
と
の

比
較
で
見
る
と
、
ど
れ
だ
け

日
本
の
歯
科
治
療
が
正
当
に

評
価
さ
れ
て
い
な
い
か
が
歴

然
と
し
て
い
る
。

　

歯
科
の
評
価
が
低
い
た
め

に
、
技
工
所
の
経
営
も
厳
し

い
。
私
の
と
こ
ろ
で
は
、
近

隣
ま
で
は
技
工
士
さ
ん
が
来

な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
技

工
士
４
人
ほ
ど
で
や
っ
て
い

る
江
坂
の
技
工
所
に
、
私
自

身
が
型
を
持
参
し
て
い
る
。

あ
る
と
考
え
る
者
だ
。
夏
の

参
院
選
、
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
活
用
し
た
い
。
国
民
の

技
工
所
と
し
て
は
、
そ
う
し

た
手
間
を
省
か
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
て
い
る
の
が
実
情
だ

ろ
う
。

　

わ
た
し
は
平
成
２
年

（
１
９
９
０
年
）
か
ら

吹
田
市
内
で
開
業
し
て

い
る
。
ま
だ
バ
ブ
ル
期

だ
っ
た
が
、
患
者
の
口

生
命
・
健
康
を
守
っ
て
く
れ

る
候
補
者
と
政
党
に
投
票
し

よ
う
で
は
な
い
か
。

腔
内
の
状
況
は
今
よ
り
良
か

っ
た
。
そ
の
頃
の
患
者
は

夜
、
遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て

い
て
も
受
診
し
て
い
た
。
し

か
し
、
最
近
の
患
者
は
悪
く

な
ら
な
い
と
来
な
い
。
窓
口

負
担
が
１
割
か
ら
３
割
に
な

っ
た
こ
と
、
非
正
規
雇
用
が

増
え
た
こ
と
が
理
由
だ
。
医

療
費
の
窓
口
負
担
は
患
者
に

と
っ
て
重
い
。
国
は
患
者
の

重
症
化
を
招
か
な
い
よ
う
、

窓
口
負
担
の
軽
減
に
責
任
を

持
つ
べ
き
だ
。

※
「
く
る
み
ん
助
成
金
」
…

２
０
２
１
年
10
月
〜
２
０
２

７
年
３
月
ま
で
を
対
象
期
間

と
し
中
小
企
業
が
出
産
・
育

児
に
対
応
し
た
職
場
環
境
整

備
を
行
う
際
に
、
一
事
業
者

あ
た
り
上
限
50
万
円
を
政
府

が
助
成
す
る
少
子
化
対
策
。

育
児
休
業
取
得
促
進
や
代
替

要
員
確
保
、
テ
レ
ワ
ー
ク
導

入
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な

ど
の
経
費
が
対
象
と
な
る
。

自国維公＝「地獄行こう」

維新「保険料引き下げ」は
まやかし　　　　　　　　

斎賀　史郎（豊中市）
参院選に向けパンフレット活用しよう

永田　篤（茨木市）

　

各
政
党
の
党
首
討
論
、
多

く
の
方
が
見
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
維
新
は
「
家
計
の
中

で
社
会
保
険
料
が
す
ご
く
高

い
か
ら
こ
こ
を
下
げ
る
ん
で

す
よ
」
と
宣
伝
し
て
い
る
。

保
険
料
を
下
げ
る
こ
と
は
宣

伝
す
る
が
、
国
の
医
療
費
を

４
兆
円
削
減
す
る
た
め
に
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
処
方
薬
を
保
険
か
ら

外
す
話
と
か
、
そ
の
こ
と
で

難
病
医
療
や
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
対
象
患
者
に
も
大
き

な
自
費
負
担
が
発
生
し
て
し

ま
う
話
な
ん
か
は
し
な
い
。

「
家
計
が
楽
に
な
り
ま
す

よ
」
な
ど
と
い
い
事
ば
か
り

言
う
。
選
挙
前
の
バ
ラ
マ
キ

と
同
じ
だ
。
し
か
し
、
維
新

の
主
張
は
、
最
終
的
に
医
療

を
国
民
の
自
己
責
任
に
し
、

医
療
費
を
自
費
で
払
わ
せ
る

と
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
、
わ

た
し
た
ち
は
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
家
計
の
「
保
険
料
を

下
げ
ま
す
よ
」
っ
て
い
う
の

は
ま
や
か
し
だ
と
。
医
療
費

を
４
兆
円
削
減
す
る
と
い
う

事
は
医
療
提
供
体
制
を
縮
小

さ
せ
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

低
下
さ
せ
た
上
に
患
者
の
医

療
費
負
担
を
上
げ
る
事
に
な

っ
て
し
ま
う
の
だ
。

　

維
新
が
本
気
で
国
民
の
家

計
の
事
を
考
え
て
、
医
療
保

険
料
を
引
き
下
げ
た
い
と
思

っ
て
い
る
わ
け
が
な
い
。
大

阪
の
国
保
料
を
見
て
ほ
し

い
。
維
新
の
代
表
で
も
あ
る

大
阪
府
知
事
は
、
大
阪
の
国

保
を
全
国
に
先
駆
け
て
府
内

統
一
保
険
料
化
し
た
。
こ
の

た
め
、
大
阪
府
内
の
国
保
料

は
全
国
一
高
額
だ
。
ち
な
み

に
大
阪
市
長
も
維
新
だ
が
大

阪
市
の
介
護
保
険
料
も
全
国

一
高
額
だ
。
は
っ
き
り
言
っ

て
、
維
新
と
い
う
政
党
が
保

険
料
を
本
気
で
引
き
下
げ
た

い
わ
け
が
な
い
。
自
ら
首
長

を
担
う
自
治
体
で
そ
れ
が
で

き
て
い
な
い
の
だ
か
ら
。

　

わ
た
し
た
ち
は
医
療
者
自

ら
が
ご
ま
か
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
患
者
に

事
実
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

糠
谷　

吉
秀
（
吹
田
市
）

高
尾
賢
太
郎
（
豊
中
市
）

口
腔
内
、
バ
ブ
ル
期
よ
り
悪
化

ス
タ
ッ
フ
雇
用
と
少
子
化
対
策

「
歯
科
医
療
に

正
当
な
評
価
を
」

政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

好評　
　です
好評　
　です


